
広 報 ま つ や ま

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
火

災
に
つ
い
て
は

（消）
予
防
課

☎
926
９
２
４
７
・

926
９

１
６
３
、
救
急
に
つ
い
て

は
（消）
警
防
課
☎
926
９
２
２

７
・

926
９
１
８
８
へ

火
災
件
数
93
件
（
前
年
比

13
件
増
）

　
火
災
件
数
は
93
件
（
前
年

比
13
件
増
）で
、こ
れ
は
約
２

日
に
１
件
の
割
合
で
火
災
が

発
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
出
火
原
因
】「
た
ば
こ
」

が
14
件
（
15
・
１
％
）、「
た

き
火
」
が
13
件
（
14
・
０
％
）、

「
こ
ん
ろ
」
が
12
件
（
12
・

９
％
）、「
放
火
の
疑
い
」
が

６
件
（
６
・
５
％
）
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
「
放

火
」
と
「
放
火
の
疑
い
」
を

合
わ
せ
る
と
、
11
件
（
11
・

８
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
火
災
に
よ
る
死
傷
者
】
死

者
は
７
人
（
前
年
比
同
）、
負

傷
者
は
35
人
（
前
年
比
14
人

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
出
場
１
万
２
０
７
０

件（
前
年
比
２
２
０
件
増
）

　
救
急
出
場
件
数
は
１
万
２

０
７
０
件
（
前
年
比
２
２
０

件
増
）、
搬
送
人
員
は
１
万

１
１
５
６
人
（
同
１
７
２
人

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
１
日
平
均
66
・
７
件
、

約
21
分
35
秒
に
１
回
の
割
合

で
救
急
隊
が
出
場
し
、市
民

46
人
に
１
人
が
搬
送
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
事
故
種
別
】
急
病
７
３
９

３
件
、
一
般
負
傷
１
５
５
１

件
、
交
通
事
故
１
４
４
１
件

の
順
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

３
種
別
だ
け
で
全
体
の
約

86
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

火
災
・
救
急
件
数
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

平成26年上半期
（１～６月）

2014（平成26）年８月15日号（2）

平
成
25
年
度
全
国
高
等
学
校
選

抜
自
転
車
競
技
大
会
男
子
ポ
イ

ン
ト
・
レ
ー
ス�

第
１
位

応
募
作
品 

斬
新
な
作
風
の
青

春
文
学
小
説
。
日
本
語
で
書
か

れ
、
筆
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

応
募
方
法 
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
換
算
で
80
枚
以
上
１
０

０
枚
以
下
の
作
品
。パ
ソ
コ
ン
、

日
時 

９
月
24
日
㈬
18
時
～
（
開

場
は
17
時
）

会
場 

城
山
公
園
（
堀
之
内
）
や

す
ら
ぎ
広
場
（
特
設
舞
台
）

※
雨
天
時
は
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
開
催

演
目 

仕
舞
（
喜
多
流
）
＝
八
島
、

班
女
▼
狂
言
（
大
藏
流
）
＝
盆
山

▼
能
（
喜
多
流
）
＝
小
鍛
冶

料
金 

指
定
席
前
売
り
料
金
＝
松

席
５
５
０
０
（
当
日
６
０
０
０
）

円
、
竹
席
４
０
０
０
（
同
４
５
０

０
）
円
、
梅
席
２
５
０
０
（
同
３

０
０
０
）
円
、学
生
席
５
０
０
（
同

１
０
０
０
）
円
▼
立
見
席
＝
１
０

０
０
円

※
指
定
席
は
９
０
０
席
で
、
残
席

が
あ
る
場
合
は
当
日
券
を
販
売
、

立
見
席
は
当
日
の
み
販
売

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所 

い
よ
て
つ

髙
島
屋
、
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
、
フ

ジ
グ
ラ
ン
松
山
、
南
海
放
送
チ

ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
、
愛
媛
能
楽
協

会
事
務
局

　「
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」

の
藤
目
節
夫
委
員
長
が
今
後
の
地
域
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
向
け
て
ま
と
め
た
提
言
書
を

７
月
17
日
、
野
志
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
さ

ら
な
る
普
及
の
た
め
に
啓
発
活
動
の
強
化
、
補
助

制
度
見
直
し
や
、
地

域
の
各
種
団
体
間

の
連
携
を
強
化
し

た
う
え
で
、公
民
館

を
ま
ち
づ
く
り
活

動
の
拠
点
と
す
る

こ
と
が
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
市
制
１
０
０
周
年
を
機
に
創
設
し
た
同
文
学
賞
は
、
こ
れ
ま

で
に
受
賞
作
品
が
単
行
本
化
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
、
映
画
化
さ

れ
る
な
ど
、新
人
作
家
の
登
竜
門
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

読
者
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
力
作
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ワ
ー
プ
ロ
使
用
の
原
稿
は
Ａ
４

判
用
紙
１
枚
に
つ
き
30
字
×
40

行
・
縦
書
き
で
印
字
し
、
手
書

き
原
稿
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
▼

表
紙
に
題
名
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、年
齢
、職
業
、４
０

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
・

国
際
交
流
課
☎
948
６
５
５
５
・

943
９
０
０
１
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参
画
ま
ち
づ
く

り
課
☎
948
６
９
６
３
・

934
３
１
５
７
へ

坊っちゃん文学賞 作品
募集武

智 

気
吹 

選
手

松
山
中
央
高
３
年

（
７
月
18
日
受
賞
）

斬
新
な
青
春
文
学
作
品
を
待
っ
て
ま
す

お
め
で
と
う

か
が
や
き
松
山
大
賞

０
字
詰
め
原
稿
用
紙
換
算
枚
数

を
明
記
し
、
別
紙
に
作
品
の
あ

ら
す
じ
（
30
字
×
20
～
30
行
ま

た
は
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

２
枚
程
度
）
を
付
記
し
て
く
だ

さ
い
▼
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
用
す

る
場
合
は
、
本
名
も
書
き
添
え

て
く
だ
さ
い
▼
原
稿
は
ク
リ
ッ

プ
な
ど
で
ま
と
め
て
く
だ
さ
い

応
募
先 

直
接
ま
た
は
郵
送
で

〒
790
８
５
７
１
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課（
市
役
所
本
館
５
階
）

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
文
学
賞
実
行
委

員
会
事
務
局
」
へ

締
め
切
り 

平
成
27
年
６
月
30

日
㈫
（
消
印
有
効
）

審
査
員（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

椎
名
誠
、
早
坂
暁
、
中
沢
新
一
、

高
橋
源
一
郎

発
表 

平
成
27
年
11
月
に
受
賞

者
に
直
接
、
通
知
し
ま
す

賞 
大
賞
＝
賞
金
２
０
０
万
円

（
１
人
）
▼
佳
作
＝
賞
金
50
万

円
（
２
人
）

※
賞
金
は
平
成
27
年
度
予
算
に

よ
り
確
定

掲
載 

大
賞
作
品
は
マ
ガ
ジ
ン

ハ
ウ
ス
『
ク
ウ
ネ
ル
』
に
掲
載

そ
の
他 

大
賞
お
よ
び
佳
作
受

賞
作
品
の
著
作
権
は
本
市
に
帰

属
し
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま

せ
ん
▼
選
考
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
▼
詳

細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

bocchan.matsuyama.ehime.
jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い

過去の主な大賞作品　作品名、作者（敬称略）

第２回『魚のように』中脇 初枝
　※テレビドラマ化
第４回『がんばっていきまっしょい』敷村 良子
　※映画化、テレビドラマ化
第７回『富士川』鬼丸 智彦
　　　『卵の緒』瀬尾まいこ
　※『卵の緒』ラジオドラマ化
第13回『キラキラハシル』桐りんご

お問い合わせは、文化・スポーツ振興課 ☎948−6634・  934−1287へ

　
城
山
と
天
守
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
一
流
の
演
者
の
舞
台
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

市長に提言書を渡す
藤目委員長（左）

地
区
の
方
の
声

◦
南
本
谷
上
流
部
の
道
が
荒

廃
し
て
い
る
の
で
、
整
備
を

し
て
ほ
し
い
（
70
代 

男
性
）

◦
荏
原
城
跡
の
周
辺
に
街
灯

を
つ
け
て
ほ
し
い
（
10
代 

女
性
）

◦
久
谷
地
区
に
は
池
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
危
険
な
箇
所
に

柵
を
作
っ
て
ほ
し
い
（
10
代 

男
性
）参

加
者
募
集

第
36
回
＝
味み

ぶ生
地
区

【
日
時
】
９
月
27
日
㈯
14
時

～
15
時
30
分

【
会
場
】
味
生
小
学
校
体
育

館【
参
加
予
定
人
数
】
80
人
程

度【
対
象
】
味
生
地
区
に
在
住

ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
人

【
申
し
込
み
】
８
月
29
日
㈮

（
必
着
）ま
で
に
、直
接
ま
た

◦
空
き
家
情
報
の
窓
口
を
よ

り
具
体
的
な
手
助
け
を
し
て

く
れ
る
窓
口
に
し
て
ほ
し
い

（
50
代 

女
性
）

感
　
想

◦
久
谷
の
問
題
点
を
た
く
さ

ん
知
る
こ
と
が
で
き
た
（
40

代 

男
性
）

◦
行
政
を
動
か
す
た
め
に

は
、
地
域
が
団
結
し
な
い
と

い
け
な
い
（
60
代 

女
性
）

◦
中
学
生
に
も
分
か
り
や
す

い
説
明
だ
っ
た（
10
代 

男
性
）

◦
住
み
良
い
地
域
に
す
る
た

め
に
多
く
の
人
の
声
や
知
恵

が
あ
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
対
策

が
取
れ
る
と
思
っ
た
（
10
代 

女
性
）

※
抜
粋
・
要
約
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
後
日
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

は
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、ｅ
メ
ー

ル
で
、
参
加
申
込
書
（
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
課
〈
市
役

所
本
館
９
階
〉、
味
生
支
所
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
性
別
、
勤
務
先
（
学

校
名
）、
地
域
に
つ
い
て
の

意
見
な
ど
を
書
い
て
、
〒
790

８
５
７
１
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
課 

town-m
@

city.
matsuyama.ehime.jp

へ

※
託
児（
無
料
）希
望
者
は
、

申
込
書
に
明
記
し
て
く
だ
さ
い

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
課

☎
948
６
３
３
３
・

934
２
３
３
６
へ

参加者募集久谷地区
く   た に

No.30

さまざまな世代が参加

７
月
12
日
㈯
開
催 

参
加
者
66
人

人
口
＝
１
万
３
８
２
人
　

世
帯
数
＝
３
５
５
７
世
帯

（
７
月
１
日
現
在
）

地
域
の
ま
ち
づ
く
り

方
向
性
と
施
策
を
提
言

松
山
城
薪
能

9 24㈬

第
14
回

平成27年６月30日㈫消印有効

http://bocchan.matsuyama.ehime.jp/
http://bocchan.matsuyama.ehime.jp/
http://bocchan.matsuyama.ehime.jp/
mailto:town-m@city.matsuyama.ehime.jp
mailto:town-m@city.matsuyama.ehime.jp



